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 19 世紀の 90 年代に Василий Розановは，「ドストエフスキーの長篇『カラマーゾフの

兄弟』は，新しく驚くべき影響を世界の文学にもっており、人類によって考え出された文

章の中でももっとも深遠なものの一つである」と表明している。 
 Розанов の序文で、すぐさま最初に要約がなされている。≪カラマーゾフ的なもの―こ

れは全てがだんだんと普通名詞化し，常用語となったものであり、それは以前は≪オブロ

ーモフ的≫と呼ばれており、最近はロシアの民族的な特質の定義だと考えられている。し

かしながらどうやらカラマーゾフ的という言葉で定義づけられているのは…カラマーゾフ

的なもの―これは日常生活の規則が人間から取り除かれた時の醜悪さと苦痛であり、新し

い規則をまだ見つけることが出来ないが，しかしながらその規則を見つけたいという渇望

の中にあり，真の神聖なる慣習の破壊の瞬間に自分自身の苦痛から，ついには最終的なも

のを見つけ，それに従うために，あらゆる側面から行動を試みるという事だ。≫ 
 この≪日常生活の法則を見つけようとする渇望≫は多くの人々にとっては神への信仰に

よって和らぐ。В.Соловьевは≪ドストエフスキーに関する 3 つの話≫の中で，ドストエフ

スキーをロシア民衆の全世界的キリストの宣教師の≪預言者≫であり、≪人類の統率者≫

と名づけている。 
 信仰のテーマは，我々の観点によると≪カラマーゾフの兄弟≫の中心に位置しているよ

うだ。長篇の銘文としてあるのは，ヨハネ福音書の一粒の小麦に関する文章だ。アリョー

シャ・カラマーゾフは長篇において，同様に中心的な登場人物であり（ほかならぬ彼に関

してドストエフスキーは話を開始しており、ほかならぬアリョーシャの言葉で、長篇を終

了している）、ゾシマ長老の説話と教訓の中で，キリスト教の教えに仕えている聖人の話の

中で、彼は苦悩する渇望の解決を見つけるのであり、その事について Розанов は記述して

いる。最終的には，イワン・カラマーゾフとスメルジャコフの２人が信仰に対置している。

不信仰（露骨な無神論）が，人生における真の遺訓の特徴的な探求の契機となっている。 
 しかしながら，ドストエフスキーの総括的な，最終的な長篇における視点は，そのよう

な単純明快なものではない。 
 批評家 М.А.Антонович は≪カラマーゾフの兄弟≫において≪各人物の特徴≫について

のみしか理解していなかった。そこから長篇そのものを理解しようとはしていなかった：

≪我々はそこにそれ以前のドストエフスキーの諸作品よりも大きな芸術性を認めることは

出来ない。≫ 
 批評家の Борис Рюриковが指摘しているのは、長篇が残酷な社会の色調をなしていると

いう事だ。彼は、長篇の主要な理念は―ドストエフスキーに選択された個別に分割された

家族の崩壊を通した民主的なブルジョワ社会の崩壊―だとしている。≪カラマーゾフ的≫

という用語はこの場合，あまりよい概念の特徴を獲得していない。В.С.Рюриковは，この



点に関して В.И.Ленинに同意しており、最近の作品集から引用を用いている。 
 ソビエト民衆の教師、救い主であり、多くの作品を残し、長い十年間ソビエト民衆の思

考を方向付けていた Ленинは、≪カラマーゾフ的≫なものを≪小市民性≫，俗物根性的な

ものと同一視している。≪小市民性≫の理念とは―不自由のない存在であり、小所有者的

な欲求の満足であり、何らかの道徳的な制限の否定を伴なった所有的な自我の形成の最初

の構想だ。このような≪カラマーゾフ的≫な観点というものは十分に長い間広く知られて

いた。 
 Ленин は≪カラマーゾフ的≫なものがロシアの民族的な特質の発現だということを否定

していた。彼はМ.Горькийに対して以下のように書いている。≪…あなたは魂に関して大

変正確にお書きになりましたね。―ただ非ロシア的な精神についても書かなければなりま

せん…≫今ではその事に関して確実に書く事は難しい。ドストエフスキーが，それかある

いは他の≪カラマーゾフ的≫な特別性を描きながらそこに時として全ロシア的な特性を加

えようとした事については疑う余地がない。―その証拠を長篇のテクストの中でも発見す

る事が出来る。しかしながらどれほど彼がロシアの精神から≪カラマーゾフ的≫なものを

注ぎ合わせたのか、そしてどれほど彼の構想が実現したのかということについては、それ

ぞれの読者に判断が委ねられている。思い起こすに値するのは，ドストエフスキーが≪カ

ラマーゾフの兄弟≫を書き終え、書く準備をしていた長篇の第２巻において、見る限りで

は全てが明確になるはずだったということだ。しかしながら我々は我々が所有しているも

ののみから，結論と判断を出さなければいけないだろう。 
 ドストエフスキーは≪カラマーゾフ的≫なものを通して何かを示したいとは思っていな

かったとしても，以下の事情について関心を向けさせていた：長篇にはドストエフスキー

が≪カラマーゾフ的なもの≫と名づけていたものが完全に当てはまるような、カラマーゾ

フという人間は存在してはいなかった。≪カラマーゾフ的≫なものとは，ちょうど長編の

登場人物に話されているように、それぞれの登場人物において様々な方向性を示している。

（М.Антоновичの話によると）フランスの批評家Ж.Фралиはドストエフスキーの長篇に

３つの視点を引き出している。彼が長編の中で指摘しているのは，≪完全性と統一性の欠

如である；長篇のそれぞれの登場人物は自己の理論を持っており、それに従っていると思

い込んでいる。≫ドストエフスキー自身が書いているのは，≪イワンとドミートリーの兄

弟は―≪カラマーゾフ的≫なものの際限ない所有者であり、それぞれお互いに対照的であ

り、どうやら個性と性格において明らかに対置されており、どうやらこの２人の人物を異

なっていると考えてはいけない。≫我々が考えるのは，ドストエフスキーが，自分で作り

出した≪カラマーゾフ≫の特性の特徴を全篇にわたって投げ散らかし，自分の作品の研究

者達に，正しく≪カラマーゾフ的≫と呼ばれているものとそれらの特徴とを統合させた。 
 我々の意見によると≪カラマーゾフ的≫なものは，自身の中に６つの成分，６つの特徴，

６つの知られざるものを持っており、―それは≪カラマーゾフ的≫思考や、問題や，熱情

や，良心，力と規模の事だ。≪カラマーゾフ的思考≫は≪カラマーゾフ的≫なものの本質



を表している。これは２つの深淵の間の存在である；≪カラマーゾフ的問題≫は，まさに

≪日常の法則を見つけようという渇望≫であり，その事について В.Розанов がコメントを

行なっている；≪カラマーゾフ的情熱≫が象徴するのは罪であり、良心は―善を象徴し、

力は≪カラマーゾフ的な動き≫の発動機となっている；そして追加的に存在しているのは

―規模であり、その規模は、ドストエフスキーが全ての≪カラマーゾフ的≫方向性に分与

している。 
 
≪カラマーゾフ的思考≫ 
 ≪カラマーゾフの兄弟≫の理解は，批評においては人間の魂の２つの深淵に関する長篇

として確立している。この深淵は，裁判の場面で検事のイッポリートが話しながら，意味

付けを行なっている。≪我々の本性は広く、カラマーゾフ的なものであり、可能な限り対

置するものをすべて混ぜ合わせ，同時に二つの深淵を俯瞰する能力を持つ。私達の上にあ

る深淵は高い理念の深淵であり、私達の下にある深淵は，最も低劣な悪臭を放つような堕

落なのだ。≫ 
 カラマーゾフは≪カラマーゾフ的≫なものの持ち主として、最初から２つの深淵の中間

に位置しており、時とともに片方からもう片方へと動いている。私達の上にあるものは―

天と神であり、私達の下にあるものは―大地と悪魔である。人はこのスペースで，まさに

≪生きとし生けるものの法則であるところの≫人生の意味を発見しようとしている。≪そ

こでは悪魔と神が戦っており、その戦場が―人間の心なんだよ。≫ 
≪カラマーゾフ的な思考≫とは，２つの深淵を俯瞰する能力であり、我々にとってはカ

ラマーゾフ的なものの原則だ。そのカラマーゾフの原則の後で選択の不可欠性に立ち、私

達の上の深淵，あるいは私達の下の深淵，そしてソドムの理想とマドンナの理想のいずれ

かを選択している。 
 
≪カラマーゾフ的問題≫ 
 兄イワンとの会話の中でアリョーシャは指摘している：≪そう，現在のロシア的問題は

このことにあるんだ：神と不死の問題なんだ…勿論最初の問題であり、最終的な問題なん

だ≫信仰と不信仰の問題は長篇におけるキーとなっている。 
 有名なロシアの哲学者 Алексей Лосевは無神論に関して記述している。≪無神論者はい

う：あなたの人生の要求を満たしなさい，というのもそれがあなたの人生の目的なのだか

らと。喜んで我々はその要求を満たす事にしよう。しかしながらこの要求は外部の状況次

第なのだ。私は今日何かをしたかったが，明日になってしまうとそれらすべての満足が今

日の私にはもうどうでもいい。なんだって最終的にこんな事になってしまったのか？そう

だ，私が神と信仰の欲求から自由になろうと望みながら，外部の世界に完全に従属した特

徴のない存在になってしまっているからなのだ。一体どこに称揚されるべき自由があると

いうのか。ここに自由があるというのだろうか？≫ 



 アメリカの作家である Говард Фаст の言葉を借用しよう。登場人物の姓が入れ替わり，

そのことについては以下のように語られている。≪もしも人間の気高さのモデルを探すの

ならばそれほど簡単ではないが，気高さの堕落の例ならばいくらでもあげることが出来る。

≫スメルジャコフがそのことを武器にしている。≪もし神がいなければ，全ては許される

らしい≫。スメルジャコフは日常によって押し潰されている≪特徴のない存在≫として描

かれている。 
 無神論者は，完全に神を否定してから，それと同じように全ての人生を否定したのだっ

た…スメルジャコフは疑問を我慢しないで，イワンの下を訪れ、悪魔の助言に続いて，こ

う話している。（それにしても信仰と不信仰のゆらめき，心配，戦い―これは本当に痛みみ

たいなものだ…この事は話しておいたほうが良いでしょう。）同様に≪カラマーゾフ的問題

≫の主要な思索家であるイワン・カラマーゾフについても触れておこう。ミーチャがエピ

ローグで以下のように語ったのは偶然のことではない。≪なあ、イワンは誰よりも偉くな

るぜ。…あいつはきっと快くなるとも。≫アリョーシャはより慎重だが、しかしながら自

分の望みを捨て去ってはいなかった。≪僕だって彼が快くなる事に期待していますよ。≫

我々は Владимир Канторの，≪ここでのドストエフスキーの会話は物理的な健康に対し

てのみ行なわれているというわけではない。≫という意見に同意する。 
 長篇の初めではドストエフスキーは記述している。≪アリョーシャだけが不死と神を自

然に，真剣に考えながら，確信に驚いていており，「不死のために行きたい。中途半端な妥

協には興味がない」と，独り言を言っていたほどだった。まさしく同様に―ドストエフス

キーは結論付けているが―もし彼が不死と神が存在しないと結論付けたならば彼はすぐに

でも無神論者か社会主義者になっていたであろう。≫思わず，イワンはアリョーシャと父

も母も同じ兄弟であり、かつては真剣にではなく≪カラマーゾフ的問題≫について考えて

いたという考えが浮かんでくる。≪気づいてほしい―≪白痴≫の中でムイシュキンは話し

ている。―みんなは若者なんだ。つまりそういった成長期,その時期には簡単に，か弱く思

想の歪曲に堕落してしまうんだ。≫ 
 しかしながら作り出されている印象は，長篇の終わりに≪カラマーゾフ的問題≫が止み、

信仰が不信仰に打ち勝っているというものだ。フョードルとスメルジャコフは死に、イワ

ンに関しては，精神的な健康に関するかすかな期待が存在し、最終的にはゾシマ長老とイ

リューシェニカはまさに一粒の小麦のように死後において沢山の果実を，信仰の果実を残

すのだ。 
≪カラマーゾフ的情熱≫ 
 ドミートリー・カラマーゾフは自分の≪熱い魂の告白―詩によせて≫の中で，アリョー

シャに対して人生の思索に関する詩を読んでいる。 
≪卑しい世界から人が 

心で立ち直るためには， 
古き母なる大地と 



とわの契りを結ぶことだ。 
 後に彼が告白しているのは，彼が淫蕩のもっとも奥深い所に落ちていたときに（それは

彼にだけ起った），彼がいつも人間に関する詩を読んでいたが，同様に彼は書き加えてい

る：じゃ、この詩が俺を改心させただろうか？とんでもない！なぜって，俺はカラマーゾ

フだからさ。どうせ奈落に落ちるんなら，いっそまっしぐらに，頭からまっさかさまにと

びこむほうがいい，まさにそういう屈辱的な状態で堕落するのこそ本望だ，それをおのれ

にとっての美とみなすような人間だからなんだ。≫私達の下にあるこの見せ掛けの深淵の

美はすべての人間的な誘惑の総体だ。 
我々の下方に存在する深淵に落ち込むこと，もっとも低劣な，悪臭を放つ低劣さに落ち

込むということは無神論を可能にする。それは≪カラマーゾフ的問題≫から生れた。≪無

信仰を布教しながら―А.Ф.Лосев は書いている―無神論者達は地上的幸福による無思慮な

利用，知恵のないエゴイズム、そして絶望的な楽しみを布教している。無神論者達の教え

によれば，本質的に人生の規則となるものは，自然的な感情的自然の法則的欲求の充足と

しての満足であり、その事は無神論者によってのみ人間において認められている。≫ 
 同様に、信仰と不信仰の≪カラマーゾフ的問題≫を不真面目に考えながら、カラマーゾ

フ達は私達の下にある深淵と，ソドムの理想を伴なったその深淵に固有の美しさを選り好

んでいる。≪カラマーゾフ的な情熱≫は，彼らを我々の下方に存在する深淵への果てしの

ない堕落に伴なわせる。≪これら２つの心が最も果てしのない，もっともカラマーゾフ的

な情熱によって燃え上がる。≫ドストエフスキーはフョードルとドミートリー・カラマー

ゾフに関して以下のように書いている。そのような欲望によって父は息子を監獄に入れよ

うとしていたし、父の息子は―あの世へ送ろうとしていた。二つ目の Ж.Фрали の要求も

思い起こす価値があるだろう。それはМ.Антоновичによって定義づけられている。≪長篇

のすべての登場人物達は残酷に描かれており、現実性を吹き込まれているが、しかし知恵

の病にでもかけられたようだ。≫ 
その病気というのは彼らに物事を一つの方向性でのみ見つめさせるが，ドストエフスキ

ーは時にそれを≪愚かな悪魔≫と名づけており、それは意識をがんじがらめにし、理性を

ぼんやりとさせている。我々はこの病気を≪カラマーゾフ的情熱≫と呼ぶことにしよう。

この焦熱の存在は≪カラマーゾフ的な問題≫に関する疑いによって規定されている。 
 
≪カラマーゾフ的良心≫ 
≪人は最初から善の性質である、―キリスト教の教えは私達にこう語りかける―人は神

に向かい合うことのみによって自分の中に善の感情を維持する事が出来る。≫ 
 我々の下方にある深遠を自ら選択するカラマーゾフ達は，次第にその≪愚かな悪魔≫、

≪知恵の病気≫，そして≪カラマーゾフ的情熱≫に打ち克つ。自分の目覚めの瞬間に彼ら

は人間に関する詩を泣きながら読んで，彼らは確信とともに神と向かい合う。≪もし私達

に罪と不実と誘惑があるのなら，地上のどこかに聖なるけだかいことがあったって同じ事



です；そうではなく、そこには真実があって、それは真実を知っていて、つまりはその真

実は地上で死ぬという事はなく、恐らくはどこかで私達に伝わり，全地上に訪れるという

事が約束されているんです。≫ 
 ≪…人は時として善良でよい人のことを笑うが、それは単に軽い考えからにすぎない；

しかしながら私はあなたが笑ってすぐさま心からこう言うことを信じています：「いや，私

は笑ったりして悪い事をしてしまった，というのもその事は笑ってはいけないからね！」

≫ 
 ≪カラマーゾフ的良心≫の目覚めは，その思索より以前に人生を愛する事，幸福に人生

を生きることを呼び起こすのであり、≪というのも幸福のために人間は作られたのであり、

完全に幸せな人は，そのまま自分に対して言うことが出来る。｢私は神の教えをこの世で満

たしたのだ。｣≫ 
 ≪カラマーゾフ的良心≫は，私達の上にある深淵を志向しており，それは，≪カラマー

ゾフ的情熱≫が私達の下にある深淵を志向しているのと同様に。ドミートリー・カラマー

ゾフには，彼の羽目をはずしたすべての狼藉の後になって良心が語りかける。その瞬間は

≪彼の心すべてが熱く燃え上がり、どこかの光へと突進していくのであり≫，そして彼は

こう感じる。≪生きていたい、生きていたい、呼び招くその新しい光に向かって，何らか

の道をどこまでも歩きつづけていきたい，それもすぐに，すぐに，今からだ！≫ 
 ≪カラマーゾフ的良心≫の発作は，ドミートリーをカラマーゾフ的自己に特有の深淵の

外に連れ出すのであり、彼をそれぞれの不幸と苦難へと向けさせる。≪…いまだかつてな

かったようなある種の感動が心に湧き起り、泣きたくなるのを感ずる。もう二度と童が泣

いたりせぬよう，乳房のしなびた真っ黒けな童の母親が泣かなくてもすむよう、今この瞬

間からもはやだれの目にも全く涙なぞ見られぬようにするため，今すぐ、何が何でも、カ

ラマーゾフ流の強引さで，あとにのばしたりすることなく今すぐに,みんなのために何かし

てやりたくてならない。≫ 
 ついには≪カラマーゾフ的良心≫は，神に対する信仰に到達する。≪ロシアを愛してい

るんだ，アレクセイ―ドミートリーは言う―俺が虫けらだとしてもロシアを愛しているん

だよ。≫ 
 
 カラマーゾフ的情熱と良心の合体は，神と悪魔が人間の心で行なう戦いなのだ。非常に

正確にラキーチンは語っている。≪低劣への堕落の自覚は，高度な気高さの自覚と同じよ

うに，勝手気ままな制限のない性質の持ち主にとっては必要不可欠なものさ。≫ 
 
≪カラマーゾフ的力≫ 
≪カラマーゾフ的力≫の下に我々はエンジンがあると感じているのだが，そのエンジンは

カラマーゾフ的な高揚と堕落の動き（堕落がより頻繁ではあるが）をもたらしている。ア

リョーシャ・カラマーゾフは考えにふけっている。≪ここには，いつぞやパイーシー神父



が言われた地上的なカラマーゾフ的な力が働いているんです。地上的な，凶暴な，荒削り

の力が…この力の上にも神のみ心が働いているのか私にはわからない。わかっているのは

そういう僕自身もカラマーゾフだって事です。≫ 
 この力の存在については兄イワンとアリョーシャの間でも取り交わされている：≪「ど

んなことにでも堪えぬける力があるじゃないか！」もはや冷たい嘲笑をうかべながら，イ

ワンが言い放った。「どんな力です？」「カラマーゾフの力さ…カラマーゾフ的な低劣の力

だよ」「それは放蕩に身を沈めて，堕落の中で魂を圧殺する事ですね、そうでしょう，ええ？」

「たぶんね，それも…せいぜい三十までなら，ことによると避けられるかもしれないし，

そのあとは…」「どうやってさけるんです？なにによって避けるんですか？兄さんのような

思想をいだいていて，それは無理ですよ。」「これもまたカラマーゾフ流にやるのさ。」≫ 
 カラマーゾフがもっとも凶暴な淫蕩の恥辱にまみれながら，我々の下にある深淵に落ち

ているときに，≪カラマーゾフ的な力≫はその方向に向かう底なしの動力を提供する。―

≪頭からまっさかさま≫。しかし神と不死の信仰の方向へ向かう≪カラマーゾフ的良心≫

が目覚めるとき，≪カラマーゾフ的力≫は新しい概念を獲得する。≪カラマーゾフ的低劣

さ≫の力からは≪カラマーゾフ的精神≫の力が現れる。≪そしてどうやら―兄のドミート

リーは言っている―今やそうした力が俺の内には十分にあるような気がするんだ。だから，

たえず『俺は存在している！』と自分自身に言い、語れさえするなら，俺はどんなことに

でも、どんな苦しみにでも打ち克ってみせるよ。数知れぬ苦痛を受けても、俺は存在する。

拷問にのたうちまわっても，俺は存在する！柱にくくられてさらしものになっても，俺は

存在するし、太陽をみているんだ。太陽がみえなくったって、太陽の存在する事は知って

いる。太陽の存在を知ってるって事は，それだけでもう全生命なんだよ。≫このような≪

カラマーゾフ的精神≫の力は，永遠にカラマーゾフを称揚しつづけ、突進的に彼を我々の

上方の深淵に差し向ける。 
 
≪カラマーゾフ的規模≫ 
私達は≪カラマーゾフ的規模≫を，≪カラマーゾフ的≫なものの追加の構成要素として名

づけた。この規模と，その変らない道連れは，際限なくすべての≪カラマーゾフ的なもの

≫に加わっている。 
 А.К.Толстой の小説を引用する事をお許しいただきたい。彼は我々の観点によると≪カ

ラマーゾフ的規模≫の本質を伝えている。 
愛するとなったら理性を失うほど 

脅すとなったら冗談にならないほど 
叱るとなったら、見境なく 

ぶった切るとなったら，いい加減 
 

口論するとなったら面白く 



報復するとなったら、しかるべく 
頼むとなったらすべての心で 

宴会となれば大宴会 
 

 ≪カラマーゾフ的規模≫―これは理念的で，統一的な境のないものへの突進だ。 
 この規模のとてもよい現われは≪カラマーゾフ的問題≫の中であげられている。アリョ

ーシャにとっては以前のように生きるということは不可解で不可能なことだ。「すべてのか

わりに 2 ルーブルを与えてお茶を濁したり、私に従うかわりに礼拝式に通うだけにするこ

となんぞ、僕にはできない。」一方兄のイワンが思っていたことは，もし神がいないならす

べてが許されるという事であり、それが意味するものは，何かがあふれ出るという事だ。

この最後のテーゼは，同じくカラマーゾフである召使のスメルジャコフも受け入れている。

イワンとスメルジャコフはカラマーゾフ的な押さえがたさをもって，似通った誤解が至ら

しめる自己の体験を示した。 
 
 ≪それにしてもカラマーゾフは，僕には謎だな≫―賢いコーリャ・クラソートキンは言

っている。彼の格言を，ドストエフスキーによって創作された≪カラマーゾフ的なもの≫

にあてはめる事が出来るだろう。 
 我々の理解における≪カラマーゾフの世界≫，≪カラマーゾフの魂≫の何らかの法則を

説明した上で我々はいくらかの場面を明らかにしてきた。≪カラマーゾフ的≫なものとロ

シアの魂を同一視していけばいくほど，ロシアの魂の謎の上に善良なる魂が１０００年以

上、その≪カラマーゾフ的≫なものの上に１００年以上脈打っているという事を知ること

になった。しかし一つだけいえることは，ドストエフスキーがまさしくロシアの人間であ

り、ロシアの人々とロシアの国について書いたということだ。そして今の困難な時代には，

ゾシマ長老のこの言葉が響いてくるのだ。≪神はこれまで何度も救ってきたようにロシア

を救うでしょう。民衆から救いが生まれるのです。≫ 
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